
令和4年度の短期集中サービス及び
自立支援型地域ケア会議の取組

令和4年度 第２回豊島区地域包括支援センター運営協議会

豊島区 保健福祉部 高齢者福祉課
総合事業グループ

基幹型センターグループ

資料３



地域支援事業の目的

被保険者が要介護状態等となることを予防し、社会に参加しつつ、
地域において自立した日常生活を営むことができるよう支援する

G

目的

(地域支援事業実施要綱)
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地域支援事業

別記1 介護予防・日常生活支援総合事業
(1)介護予防・生活支援サービス事業(法第115条の45第1項第1号に基づく事業)
(2)一般介護予防事業

別記2 包括的支援事業(地域包括支援センターの運営)

別記3 包括的支援事業(社会保障充実分)
1 在宅医療・介護連携推進事業(法第115条の45第2項第4号)
2 生活支援体制整備事業(法第115条の45第2項第5号)
3 認知症総合支援事業(法第115条の45第2項第6号)
4 地域ケア会議推進事業

別記4 任意事業
(1)介護給付等費用適正化事業
(2)家族介護支援事業
(3)その他の事業
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介護予防・日常生活支援総合事業

介護予防・日常生活支援総合事業
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豊島区での介護予防・生活支援サービス事業の類型

緩和した基準によるサービ
ス
(主に雇用労働者)

住民主体による支援
(ボランティア主体)

短期集中予防サービス
(保険・医療の専門職)

豊島区では6種類のサービスを実施
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区分 国相当基準 区独自基準 住民主体 短期集中型

サービス 介護予防通所事業
(A6)

としまリハビリ
通所サービス(A8) つながるサロン(B) 短期集中通所型

サービス(C)

期間 定めなし
（ケアマネジメントによる）

６か月を目安に利用
（※最⾧9か月）

１年（再申込み可） ３か月（12回）

送迎 必要な方は送迎可 必要な方は送迎可 なし なし

利用料 ４１９円
（定率・1割の場合）

３００円
（定額・1割の場合）

無料
（会食実費） 無料

内容 選択的サービス
（入浴・食事・口腔ケアetc.）

機能訓練に特化
個別プログラム

自主グループが行う介護予
防に資する活動

専門職による集団での運動
プログラムと栄養指導

目標 必要な支援を続けながら
在宅生活を継続

運動機能を向上させ、いち
早く、地域資源を活用する
などして、自立した日常生
活を取り戻す。

社会・地域との繋がりを
持ち続ける

運動機能を向上させ、地域
との繋がりを持ち続けるこ
とを目指す。

対象者

 自宅での入浴困難
 認知機能低下
 低栄養状態
 難病・その他疾患

 機能訓練の必要がある
 自立的な在宅生活を
目指すことができる

 短期集中通所型サービス
で学んだことを続けたい

 地域との交流を持ちたい
 自己通所可能

 短期集中的に改善が見込
める

 学んだことを自分で続け
る意欲がある

 自己通所可能
要支援１・２・事業対象者

豊島区における総合事業(サービス事業)の運用について
〇通所型サービスの類型
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短期集中的なサービス

↓

心身機能の回復・セルフケアへの動機づけ

↓

自立した日常生活

通所Cの目的
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セルフケアの
取組を開始
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豊島区元気はつらつ報告会（自立支援型地域ケア会議）
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要介護５ 要介護４ 要介護３ 要介護２

要介護１ 要支援２ 要支援１ 元気高齢者

認定情報は令和4年9月末見える化システム
高齢者人口は令和4年10月1日統計情報による

Ⅰ 自立支援・介護予防にむけた
地域ケア会議とは

１．高齢者が、尊厳を保持して、自分らしい生活を主体的に
営むことができるよう、多職種が連携し、自立支援、介護
予防、要介護状態等の軽減の観点から個別事例の検討を
行う会議。

２．個別事例の課題分析や支援の積み重ねを通じ、地域に
共通する課題や有効な支援策を明らかにし、課題の発生
防止や重度化防止を推進する。

３．要支援や総合事業対象者など、ちょっと前まで生活に
支障がなかった方を対象として、元の生活を取り戻すため
の事例を検討する。
（総合事業のテーマ:ちょっと前の自分を取り戻す）

令和４年度の区主催については、このテーマに特化して
開催した。
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Ⅱ 目的
○「自分らしい望む生活」の実現に向けた「自立支援」の学びの場
○高齢者の生活の選択肢（地域資源）を増やす（把握・発見・創出）
○高齢者のQOL（生活の質）の向上とケアマネジメントの質の向上
➡区主催:多職種のオープン参加形式による技術移転・課題の共有がねらい
➡包括主催:身近な地域で自分らしい望む生活実現を主に検討

Ⅲ 想定される参加メンバー
○直接かかわっている専門職（包括職員・居宅ケアマネジャー等）
○第1層・第2層生活支援コーディネーター
○コミュニティソーシャルワーカー（CSW)
○医師・歯科医師・薬剤師・看護師・リハビリ職・管理栄養士等
〇認知症地域支援推進員
〇地域のケアマネジャー・サービス事業者等

豊島区元気はつらつ報告会（自立支援型地域ケア会議）
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要支援や総合事業対象者など、
ちょっと前まで生活に支障がなかった方

専門職の連携で
支える取組として
●何があるのか?
●何に取り組み、
何で支えるのか?

地域で支える
取組として、
●何があるのか?
●何に取り組み、
何で支えるのか?

介護予防・日常生活支援総合事業

認知症総合支援事業

在宅医療・介護
連携推進事業

生活支援体制
整備事業

全体のイメージ 自分らしくイキイキとした暮らしのために
＜令和4年度版＞
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新型コロナ禍においても、オンライン
を用いる等、開催方式を工夫しながら
元気はつらつ報告会を実施した。
区主催を2回、包括主催を9回開催し、
全17事例の検討が行われた。

令和4年度 豊島区元気はつらつ報告会（自立支援型地域ケア会議）
区および包括主催の実績報告

自立支援地域ケア会議 事例検討数

主催
包括主催

元気はつらつ報告会
区主催

元気はつらつ報告会

令和3年度 令和4年度※ 令和3年度 令和4年度

包

括

主

催

菊 １ １ － －

東部 １ １ － －

中央 ２ １ － －

医師会 １ ２ － －

ふくろう １ ２ － －

いけよん １ １ － －

アトリエ １ １ － －

西部 １ ４ － －

区主催 － － ４ ４

総数 ９ 1３ ４ ４
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【令和4年度 区および包括主催の元気はつらつ報告会の事例検討対象者の属性】
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N=17(複数回答）N=199

居場所づくり
・前期高齢者/男性/

多世代交流 など

ボランティア
・通院や散歩、買物等の

短時間同行

・御用聞き

障害者や
外国籍の方への支援

・情報収集の

ネットワーク など

地域ケア個別会議では困難事例を取り上げることが多く、生活課題で挙がるのは金銭管理や意思決定の問題など地域での生活継続
が困難になる課題が上位に挙がっている。それに比べて、元気はつらつ報告会では地域で「自分らしい生活」の実現に向けて障害
となっている課題が挙がるため、健康や生きがい、楽しみを阻害する生活課題が上位に挙がっている。そこから見えた地域課題は
高齢者の８割を占める元気高齢者の介護予防・自立支援にもかかわり、その課題を共有し解決していくことを目指している。 21


